
意思決定プロセスの支援ツールと
その設計開発への展開

1. はじめに
　設計開発や技術開発のさまざまな場
面で個人やグループによる意思決定が
行われている．近年，ナレッジマネジ
メントの観点から，最終的な決定に
至ったプロセスとともにそこで参照さ
れた多種多様の情報を記録し，それら
を複数の技術者，設計者の間で共有し
たり後の活動において知識として再利
用したりすることの重要性が指摘され
ている．本欄ではこの方面の動向を述
べるとともに，代表的な支援ツールを
紹介する．
2. 意思決定プロセスの表現
　人間の意思決定プロセスを記録する
ための手法や支援ツールに関する研究
は情報処理研究の分野で行われてきて
いる．その一般的な手法は，意思決定
プロセスにおける複数の代替案を比較
検討した履歴や意思決定に影響を与え
たさまざまな情報をハイパテキスト構
造によって記録することである．この
ハイパテキストの作成にあたり，テキ
スト間の関係をわかりやすく把握する
ためにあらかじめ何種類かのノードタ
イプを導入し，それらによって構造化
を行うことが不可欠であり，その代表
的な手法の一つが IBIS （Issue-Based 
Information System）（1）で あ る．IBIS 
にはさまざまな派生手法が存在する
が，その最も基本的なものは問題，案，
議論の 3 種類のノードタイプのハイパ
テキスト構造によって意思決定プロセ
スを表現するものである．
　機械工学分野においては，IBIS を
利用して設計の上流段階における意思
決定の根拠をスケッチなどとともに記
録するシステムの開発などが見られる

（たとえば文献（2））．著者らのグループ
でも IBIS の表現方法に基づいて，各
種の設計支援ツールを利用して進める
意思決定プロセスの記録を支援するシ
ステムを開発している（3）．
3. Compendium
　意思決定プロセスを支援するための
ソフトウェアツールとして最近注目を
集めつつあるのが Compendium（4）であ

る．Compendium は Compendium 
Institute が開発を行っているフリー
ソフトウェアであり，2008 年 3 月現在，
バージョン 1.5.2 がリリースされてい
る．ソースコードが公開されているた
め，必要に応じたカスタマイズも可能
である．Compendium は IBIS の思想
に基づいて開発されたツールであり，
その基本的な機能は，図に示すような
IBIS ベースのハイパテキストエディ
タである．操作性の優れたインタ
フェースを備えており，ユーザは，テ
キストや画像，Web サイトなどさま
ざまな情報をこのエディタの上にド
ラッグ＆ドロップして保存できるだけ
でなく，それらの間の関係を記述して
情報を整理することができる．
　Compendium Institute の Web サ
イトでは，実際に Compendium を活
用して企業や研究機関，NGO などで
のナレッジマネジメントへの展開を
行っている例が紹介されている．たと
え ば NASA Ames Research Center
では，スペースシャトルや国際宇宙ス
テーションのミッションコントロール
のプロセスを記録し，協調作業を支援
したり新たなミッションの開発に役立
てたりするためのシステムの一部に
Compendium を利用することを試み

ている．Compendium によって，ミッ
ションオペレーションで検討されたさ
まざまな代替案とその下での各種のシ
ミュレーション結果および代替案の比
較検討のプロセスをビジュアルに管理
できるため，非常に複雑な問題を複数
の技術者の協調を通じて解決するのに
役立つことが指摘されている．
4. おわりに
　意思決定プロセスの支援への関心は
古 く か ら あ る も の で あ る が，
Compendium のような完成度の高い
フリーソフトウェアの出現によって，
今後の展開が注目されるところである．
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図　Compendium（4）の概観

724 日本機械学会誌　2008. 8　Vol. 111  No.1077

─ 88 ─


